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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成24年10月11日(2012.10.11)

【公開番号】特開2011-248986(P2011-248986A)
【公開日】平成23年12月8日(2011.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-049
【出願番号】特願2010-124349(P2010-124349)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３１１　
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ａ
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月24日(2012.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の記録装置は、装置内の機器を互いに接続する内部
バスと、装置全体の動作制御を行うＣＰＵと、ＨＯＳＴＰＣから入力されるデータを一時
的に保持するメモリと、ストレージＩ／Ｆと、前記ＨＯＳＴＰＣと接続する外部Ｉ／Ｆと
、前記ストレージＩ／Ｆに接続され、セットされた記録媒体に記録する複数の記録デバイ
スとを備えた記録装置であって、
　前記ストレージＩ／Ｆは、前記外部Ｉ／Ｆからの読み込み要求に応答し、前記複数の記
録デバイスのいずれかにセットされた記録媒体に入力され前記メモリに保持されたデータ
を記録するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記発明の記録装置の前記ストレージＩ／Ｆは、前記ＨＯＳＴＰＣに対して仮想的に１
つの記録装置として応答する仮想コマンド応答部と、入力され前記メモリに保持されたデ
ータを前記複数の記録デバイスにセットされた記録媒体に記録するデバイスポートと、前
記仮想コマンド応答部からアクセスされるアドレスを前記記録デバイス毎の論理アドレス
に変換するアドレス制御部と、前記記録媒体の空き容量が所定の値より少なくなった場合
に前記記録媒体に仮想的に割り振られたアドレスのアドレス割り当て方法の変更を前記ア
ドレス制御部に指示する残量管理部とを具備し、前記アドレス制御部は、前記指示に従っ
てアドレス割り当て方法を変更するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置内の機器を互いに接続する内部バスと、装置全体の動作制御を行うＣＰＵと、ＨＯ
ＳＴＰＣから入力されるデータを一時的に保持するメモリと、ストレージＩ／Ｆと、前記
ＨＯＳＴＰＣと接続する外部Ｉ／Ｆと、前記ストレージＩ／Ｆに接続され、セットされた
記録媒体に記録する複数の記録デバイスとを備えた記録装置であって、
　前記ストレージＩ／Ｆは、前記外部Ｉ／Ｆからの読み込み要求に応答し、前記複数の記
録デバイスのいずれかにセットされた記録媒体に入力され前記メモリに保持されたデータ
を記録することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　請求項１記載の記録装置において、前記ストレージＩ／Ｆは、
　前記ＨＯＳＴＰＣに対して仮想的に１つの記録装置として応答する仮想コマンド応答部
と、入力され前記メモリに保持されたデータを前記複数の記録デバイスにセットされた記
録媒体に記録するデバイスポートと、前記仮想コマンド応答部からアクセスされるアドレ
スを前記記録デバイス毎の論理アドレスに変換するアドレス制御部と、前記記録媒体の空
き容量が所定の値より少なくなった場合に前記記録媒体に仮想的に割り振られたアドレス
のアドレス割り当て方法の変更を前記アドレス制御部に指示する残量管理部とを具備し、
　前記アドレス制御部は、前記指示に従ってアドレス割り当て方法を変更することを特徴
とする記録装置。
【請求項３】
　請求項２記載の記録装置において、前記アドレス制御部の前記アドレス割り当て方法の
変更は、空き容量が所定の値より少なくなった前記記録媒体の前記デバイスへの記録を停
止するようにアドレス割り当て方法を変更することを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　請求項３記載の記録装置において、前記アドレス制御部は、前記空き容量が所定の値よ
り少なくなった前記記録媒体の前記記録デバイスへの記録を停止する場合に、残りの記録
デバイスだけにアドレスを割り当てるようにアドレス割り当て方法を変更することを特徴
とする記録装置。
【請求項５】
　請求項４記載の記録装置において、前記ストレージＩ／Ｆは、さらに、前記空き容量が
所定の値より少なくなった前記記録デバイスの前記記録媒体を交換する媒体切替制御部を
具備することを特徴とする記録装置。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の記録装置において、前記記録を停止する記録デバイス
の数は、１台であることを特徴とする記録装置。
【請求項７】
　請求項２乃至請求項６のいずれかに記載の記録装置において、前記アドレス制御部の管
理情報を前記記録デバイスの特定の１つの記録媒体に記録することを特徴とする記録装置
。
【請求項８】
　ＨＯＳＴＰＣから入力されるデータを、複数のデバイスポートそれぞれに接続された記
録デバイスに記録する記録方法において、
　前記記録デバイスにセットされた記録媒体の空き容量を監視し、空き容量が所定の閾値
より少なくなった場合に、前記所定の閾値より少なくなった空き容量の記録媒体の記録デ
バイスに前記データの記録を停止するように前記複数のデバイスポートを制御することを
特徴とする記録方法。
【請求項９】
　請求項８記載の記録方法において、前記ＨＯＳＴＰＣに対して仮想的に１つの記録装置
として応答し、前記複数の記録デバイスにセットされた記録媒体に仮想的に割り振られた
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アドレスの対応付けを行い、前記所定の閾値より少なくなった空き容量の記録媒体の記録
デバイスに前記データの記録を停止する場合には、前記割り振られたアドレスの対応付け
を変更し、前記所定の閾値より少なくなった空き容量の記録媒体の記録デバイスを除いた
残りの記録デバイスだけにアドレスの対応付けを行うことを特徴とする記録方法。
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